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 絆   

第３７号 令和２年７月１５日（水） 

 
  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

担任の先生は、役割

分担を明確にするこ

とで、自覚と責任をも

って何事にも挑戦し

ようとする子ども達

になってほしいと願

っています。 

 放課後、黙々と掃除を頑張る子ども達。与えられたことをするだけでなく、自分で考えな

がら取り組んでいることがよく伝わります。 

 

今週末で、６時間授業はひとまず終了します。一区切りをつけて、次へのステップを歩みだ

したいという担任の先生の思いが伝わってきます。 

 お互いのソーシャルディスタンスを保ちながら、６年生が

体育館に集まりました。新しい時代に向けて、一人ひとりが主

人公になり、活躍する場を考えていました。 



 

 

   

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                   

  

 

こちらは５年１組の様子です。何と、針と糸をもって

いるではありませんか！ 

家庭科の学習で、初めて「玉止め」「玉結び」にチャ

レンジしています。慣れている子どもは、どんどん作っ

ていくのですが、苦手な子どもにとっては悪戦苦闘の

時間でした。 

ここで担任の佐伯先生が、持ち前の話術を生かして 

「ゲストティーチャーの藤田先生が来てくださいまし

た。教えてもらいたい人？」 

 こうして、カメラマンも一緒になってがんばりまし

た。やがて、あちこちから 

「できた！」「わあ、すごい。」 

優しさとエネルギーがあふれ、とてもほのぼのとして

いました。 

こちらは５年２組の様子です。静かな環境で、1枚1

枚、丁寧に筆を進めています。6校時であるにもかかわ

らず、子ども達の集中力はとてもすばらしいです。 

1 枚、また 1枚と仕上げるごとに達成感にあふれて

いるのがよく伝わります。 

こちらは５年３組の様子です。 

「よりよい学級になるために、みんなで考えましょう。

何か意見はありませんか。」 

自分達で、話合いを進めながら学級会を実施していまし

た。進んで意見を述べる子ども達。司会の子ども達が、

採決している様子が伺えます。 

 どの学級も、６校時にも関わらず、とても積極的

に学習や活動に参加していました。 

 ５年生の子ども達は、素直でとても活発です。き

っと、６年生の子ども達と共に、黒崎中央小学校を

盛り上げてくれることでしょう。 


